







































結論をいえば，副題の『Disgust, Shame, and the 
Law』に表れているように，法の基礎にすべきで
ない感情とは嫌悪感と恥辱である。
　嫌悪感はある対象を「自分を劣化させるもの」
とみなすことからきている。心理学の成果によれ
ば，排泄物などの汚濁をもたらすものは人間が動
物であること，やがて老いて死すべき脆い存在で
あるということを喚起させるという。人間の動物
性や脆弱性はそれ自体，指摘されるまでもなく自
明のことなのだが，嫌悪感はその自明性を隠して
しまう。それは，ある対象を嫌悪すべきものとし
て扱うことでそれを排除し，自分たちをより完全
なものだと思い込ませるという構造を嫌悪感がも
っているからである。汚染源に向けられていた嫌
悪は社会や文化を媒介にその対象を拡大し，やが
てある種の人びとへと向けられるようになる。こ
のようにして特定の集団や個人が社会から締め出
されるとき，嫌悪感にもとづいた立法は寛容な社
会に明らかにふさわしくないだろう。
　恥辱も同様にして，強い集団が弱い集団やマイ
ノリティーの個人を締め出すという構造をもって
いる。恥辱とは，自分の欠点が露呈したときに感
じる苦痛の感情だと定義される。しかし欠点とい
うのは「正常な」規範から外れるときに起こるも
のであり，この意味で恥辱は「正常な」ものと「異
常な」ものを分ける働きをしているのである。ま
た，スティグマの付与は個人の尊厳にとっても重
要な問題であると指摘されている。
　本書に刺激される点は，われわれが日常生きて
いくうえで，嫌悪のまなざしや恥辱を，どれだけ
人に与えているかを見直す契機となることである。
われわれは自分や自分の属する社会の制度が他者，
とくにマイノリティーの人びとに及ぼす影響につ
いて自覚的でなければならない。裁判員制度をも
つ社会の一員として，よりいっそう強くそう思う。
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